
空家の老朽・管理不全度の比較等について

１． 接道要件による空家の老朽・管理不全度の比較
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【図１】　接道要件を満たさない空家の老朽・管理不全度
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【図２】　抽出した空家全ての老朽・管理不全度
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 中野区空家等実態調査結果によると、調査により空家と抽出された８５２棟のうち建築基準法上 

の接道要件を満たさない建物が２７６棟存在しています。 

 【図１】は、接道要件を満たさない２７６棟の空家について、老朽・管理不全度の４段階の区分を 

行ったものです。 

 【図２】は、上記８５２棟全体の老朽・管理不全度の区分を表したものであり、両者を比較すると、

接道要件の違いによる老朽・管理不全度の差はほとんどないことがわかります。 
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２．空家の建築年次と老朽・管理不全度
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【図３】　空家の建築年次別老朽・管理不全度の割合
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 【図３】は、空家の建築年次別に老朽・管理不全度の割合を示したものです。 

 昭和３０年代以前の古い建物については、Ｃ・Ｄランクの空家が占める割合が多いことが分かり 

ます。  

 建築年次は、建物登記簿から抽出したため建築年次不明の空家が多数存在しますが、空家カルテ 

の現地調査写真から外観を照合すると、大半が旧耐震基準の時代に建築された建物と推定されます。 
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【参考】　老朽・管理不全度の判断基準
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破損等なし
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